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平成 28 年 9 月 9 日 ＡＳＣＯＮ“熱討”セミナー開催報告  

科学者委員会の報告と意見交換会 参加：74 名 

日時；9 月 9 日（金）13:30～16:30 会場；日本食品衛生センター研修室  

 
  

【開催目的】 

 「機能性表示食品制度」を健全に発展させていくために、 

☆ASCON 科学者委員会の評価活動の意義と課題は？ 

☆事業者の取組みの課題は？ 

☆制度上の課題は？ 

☆取組みを広げる上での課題は何か？ 

 を、さまざまな立場から意見を出しあい、対話し、学びあう。 

  

【報告とコメント】      コーディネーター：阿南 久 

 ◇「科学者委員会からの報告」 

鈴木 勝士 氏 （ASCON 科学者委員会副委員長） 

 ◇「機能性表示食品制度に対する当社の取組みについて〜受託製造メーカーの立場から〜」 

                神谷 智康 氏 （株式会社東洋新薬 研究開発部マネージャー） 

 ◇「機能性表示食品制度～事業者の取組みのご紹介〜」 

                斉藤 典子 氏 （味の素株式会社ダイレクトマーケティング部） 

 ◇「機能性表示食品に関する事業者としての取組み」 

                田隝 修 氏 （キリン株式会社品質保証部信頼性保証室） 

 ◇コメント「機能性表示食品の安全性」 

          唐木 英明 氏（公益財団法人食の安全・安心財団理事長 東京大学名誉教授） 

 ◇コメント「制度をどう見直すべきか～現状の課題から考える」 

          森田 満樹 氏（消費生活コンサルタント FOOCOM ASCON 理事） 

 

ASCON 科学者委員会は、本年 5 月 1 日、届出された A１から A80 までの製品のうちの 79 製品

についての評価結果を公表しました（2 製品については６月 15 日）。 

鈴木氏は、評価の目的、「評価基準」、今回の評価結果の総括について報告するとともに、今後
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の評価の進め方や今後の課題について説明し、事業者に対し「チェックリスト」に基づいて情報提

供していただくよう協力を求めました。 

事業者３社からは、それぞれの制度に対する実際の取組みとともに、消費者からの反応や、科学

者委員会の評価事業に対する意見、届出における課題に対する問題意識などについてご報告い

ただきました。 

その後、コメンテーターのお二人から、「機能性表示食品の安全性確保」や、制度の見直しに向

けた課題などについて問題提起がありました。 

  

【ディスカッションの概要】 

 

科学者委員会の評価基

準について、事業者から、

「成人」の定義や、「疾病に

罹患していない者の判断、

科学的根拠の程度（A・B・C）

についての問題提起があり

議論しました。 

 特に「根拠の程度」につ

いて、一般消費者には、「A」

の方が有効性が高いといっ

た受け止め方をされる可能

性が高く、そこを工夫して正

しく伝えていくためにはどう

したらよいのか活発な議論

になりました。 

この中では、「A・B・C」ではなく他の方法を考えるか、分かりやすい寸評を加えてはどうかといっ

た意見や提案も出されました。 

 そのほか、安全性についての評価を重視すべきであり、そのためにも事故情報収集の体制整備

が必要であるといった意見や、中小事業者が相談することができる場の必要性、事業者によって届

出情報のレベルがバラバラであることへ対策の必要性など、意見が多く出され、今後の制度見直し

につながる議論になりました。 

【参考】唐木氏のプレゼン資料より          【参考】森田氏のプレゼン資料より 

 

 

 

 

 

 

 


